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       三次市地域部活動移行に関する意見提言について 

 

 

令和６年１２月６日（金）第１１回地域部活動検討委員会において，地域部活

動検討委員会から三次市教育委員会に別紙の提言書が提出されたので，報告し

ます。 

 

 

 令和６年１２月２３日  

 

 

      三次市教育委員会教育長  迫 田 隆 範  



 

令和６年１２月６日  

 

 三 次 市 教 育 委 員 会 

教育長 迫田 隆範 様 

 

三次市地域部活動検討委員会   

委員長 東川 安雄    

 

三次市地域部活動移行に関する意見提言 

 

  三次市地域部活動検討委員会は，三次市における部活動地域移行を

巡る状況等を考慮し，令和５年３月２２日の１０項目の提言を加筆・

修正する形で提言を行います。 

  次の内容を尊重していただき，より円滑で効果的な地域部活動移行

を推進していただくようお願いします。 

 

記 

 

 １  令和９年４月からの休日の部活動の地域展開を目指し，関係機関

等と連携して取組を進めること。 

 

 ２  活動や地域の実情に応じ，平日の地域展開も含めた柔軟な対応を

行うこと。 

 

 ３ 取組の推進に当たっては，幅広い関係団体等との十分な連携の下，

行うこと。 

 

 ４  部活動の地域展開に係る情報発信を行い，市民や関係団体等への

周知を図ること。 

 

  ５  部活動の地域展開を推進するための体制を整備し，より円滑で効

果的な取組を進めること。 

 

別紙 



 
                           

令和５年３月２２日 

 
教育長 迫田 隆範 様 

 
三次市地域部活動検討委員会 

委員長 東川 安雄   

 
 

三次市地域部活動移行に関する意見提言 

 
 三次市地域部活動検討委員会設置要綱(令和３年１０月２５日，教育委員会告

示第２５号 令和４年１０月２１日改正)に基づき設置された本検討委員会は，令

和３年１２月１０日以降，文部科学省から示された「学校における働き方改革

を踏まえた部活動改革」の趣旨を踏まえるとともに，「中学校部活動を地域等に

移行することで，地域スポーツの活性化を図る」という視点で，本市の地域部

活動移行について，学校部活動の現状や国，県の取組状況，他の事例等を参考

に中学校部活動の地域移行について検討してきました。 
 その後，国，県の方針転換により，財政的支援や地域移行期間など修正がな

されましたが，部員の減少，複数校による合同チーム編成もままならないとい

う，本市の学校部活動を取り巻く状況を鑑み，下記のとおり提言します。 

教育長においては，この提言を尊重していただき，地域部活動移行をとおし

て子どもたちと地域がつながり，地域スポーツや地域文化活動の活性化を推進

していただくようお願いします。 

 
記 

 
１ 「地域で子どもたちを育てる」という基本的な考え方に沿って，地域部活

動移行の取組を進めることで，子どもたちのスポーツ・文化活動の機会を確

保し支援すること。 

 
２ 部活動アンケート結果や「部活動の地域移行に係る指導を希望する教職員

対象調査」の結果並びに検討委員会で出された意見等を踏まえ，地域や各学

校及び関係する団体・組織からの意見等を丁寧に聞きながら，各地域や中学

校区の実状に応じて，地域移行が可能な地域（中学校区）等から取り組むこ

と。 

 
 ３ 「文化部」についても併せて地域移行に取り組むために，現検討委員会

に文化に関する委員を加えた新たな組織に移行し取り組むこと。 
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 ４ 取組を進めるにあたっては，地域や大学など外部組織とも連携し多様な

人材を活用すること。また，広域的に取り組むこと。 

 
 ５ 令和４年１２月にスポーツ庁，文化庁が示した「学校部活動及び新たな

地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」等を参考にす

ること。 

 
 ６ 国や県，各市町と連携を取りつつ，国，県の動向や先進地事例などの状

況把握に努め，取組の参考とすること。 

 
 ７ 引き続き検討委員会等を随時開催し，進捗状況等の報告や意見交換の場

を持ち，検証を重ねながら時間をかけて取り組むこと。また，取組状況に

ついて広く情報発信すること。 

 
 ８ 地域部活動移行に取り組むマネジメント組織を設立すること。総括コー

ディネーターを配置し，受け皿となる団体や組織（新規または既存）との

連携を図ること。 

 
 ９ 市は，マネジメント組織や受け皿となる団体や組織に対し，自走できる

よう人材，施設，財源等の条件整備の支援を行うこと。 

 
１０ マネジメント組織や受け皿となる団体や組織は，自走できるよう取り組

み，持続可能な仕組みを構築すること。 

  



 
                           

〇令和３年度三次市地域部活動検討委員会 委員名簿（８名） 

委 員 長 東川 安雄 （広島文化学園大学教授） 
  副委員長 藤田 正樹 （三次市立八次中学校校長） 
  委  員 原田 裕子 （三次市ＰＴＡ連合会役員） 
  委  員 山口 圭子 （三次市ＰＴＡ連合会役員） 

委  員 池田  誠 （三次市立三次中学校校長） 

  委  員 藤井 清美 （三次市立塩町中学校校長） 
  委  員 助木 達夫 （三次市体育協会会長） 
  委  員 今田 邦彦 （三次市スポーツ少年団本部長） 

 
○令和４年度三次市地域部活動検討委員会 委員名簿（８名） 
 委 員 長 東川 安雄 （広島文化学園大学教授） 
 副委員長 藤田 正樹 （三次市立八次中学校校長） 
 委  員 谷本 憲紀 （三次市ＰＴＡ連合会副会長） 
 委  員 藤原 妙子 （三次市ＰＴＡ連合会役員） 

 委  員 横山 秀憲 （三次市立三和中学校校長） 
 委  員 藤井 清美 （三次市立塩町中学校校長） 
 委  員 助木 達夫 （三次市体育協会会長） 
 委  員 今田 邦彦 （三次市スポーツ少年団本部長） 

 
 
 

 
○三次市地域部活動検討委員会検討経過 

回 数 開 催 日 場 所 内 容 

第 1 回 
令和 3年 12月 10 日(金) 

13 時 30 分～15 時 00分 

三次市役所本館 

6 階 603 会議室 

・委嘱状交付 

・委員長，副委員長選出 

・概要説明（情報共有，事例研究） 

・今後の進め方について 

（データ及び資料収集） 

・意見交換 

第 2 回 
令和 4 年 3 月 15 日(火) 

13 時 30 分～15 時 30分 

みよしまちづく

りセンター 

1 階会議室 

・講師を招いて情報共有 

・本市の現状把握 

・部活動アンケート実施 

第 3 回 
令和 4年 10月 26 日(水) 

13 時 30 分～15 時 20分 

みよしまちづく

りセンター 

1 階会議室 

・国，県の現状報告 

・部活動アンケート報告 

・三次版地域部活動移行方針提案 

・意見交換 



 
                           

第 4 回 
令和 5 年 2 月 3 日(金) 

13 時 30 分～15 時 30分 

三次市役所本館 

6 階 601 会議室 

・国，県の方針転換説明 

・教員対象調査報告 

・提言書（案）提案 

・今後の進め方について 

・意見交換 

第 5 回 
令和 5 年 3 月 22 日(水) 

13 時 00 分～13 時 30分 

三次市役所本館 

5 階 教育長室 

・提言書提出 

・意見交換 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料２









⑴ 

⑵ 

⑴ 

●第３回検討委員会（10 月） 

随時移行の実践 
●第４回検討委員会 

（Ｒ5.２月） 

●第６回検討委員会（Ｒ5.11 月） 

●第７回検討委員会（Ｒ5.12 月） 

●第８回検討委員会（Ｒ６.2 月） 

※年間３回程度検討委員会開催 

●第５回検討委員会 

（Ｒ5.３月）提言書提出 

●第１回検討委員会（1２月） 

●第２回検討委員会（３月） 
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